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特
別
寄
稿

　
「
同
志
社
と
か
か
わ
り
の
深
い
米
国
の
大

学
」
と
聞
い
て
、
だ
れ
も
が
「
ア
ー
モ
ス
ト

大
学
（A

m
h

erst C
o
lleg

e

）」、
す
な
わ
ち

同
志
社
の
創
立
者
で
あ
る
新
島
襄
先
生
の
母

校
と
答
え
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
ア
ー
モ
ス

ト
大
学
に
次
い
で
同
志
社
と
親
密
な
関
係
を

築
い
て
き
た
大
学
が
米
国
に
あ
る
こ
と
を
ご

存
じ
だ
ろ
う
か
。
中
西
部
ミ
ネ
ソ
タ
州

ノ
ー
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
市
（N

o
rth

field
, 

M
in

n
eso

ta

）
に
あ
る
カ
ー
ル
ト
ン
大
学

（C
arleto

n
 C

o
lleg

e

）
で
あ
る
。

　

カ
ー
ル
ト
ン
大
学
は
ア
ー
モ
ス
ト
大
学
と

同
じ
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
の
カ
レ
ッ
ジ
で
あ
り
、

創
立
は
１
８
６
６
年
、
約
２
千
人
の
学
生
が

学
ん
で
い
る
。
米
国
の
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
・

カ
レ
ッ
ジ
の
中
で
も
、
毎
年
上
位
10
校
に
入

る
名
門
で
あ
る
。
そ
ん
な
カ
ー
ル
ト
ン
大
学

と
同
志
社
の
間
に
は
半
世
紀
以
上
に
も
及
ぶ

交
流
の
歴
史
が
あ
り
、
そ
の
歴
史
に
近
年
新

た
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
二
つ
加
わ
っ
た
。

　

本
稿
で
は
ま
ず
、
近
年
始
動
し
た
交
流
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
そ
の
立
ち
上
げ
の
経
緯
に
つ
い

て
紹
介
し
、
続
い
て
、
半
世
紀
以
上
も
前
に

始
ま
っ
た
両
大
学
の
交
流
の
歴
史
に
つ
い
て

ま
と
め
る
。

ま
た
、
近
隣
の
他
大
学
の
研
究
者
の
方
々
に
も

科
目
担
当
や
ス
ポ
ッ
ト
講
義
な
ど
で
ご
協
力
い

た
だ
い
た
。

学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
日
本
語
の
言
語
学
や
日

本
の
文
化
、
芸
術
、
宗
教
な
ど
を
学
ぶ
。
こ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
立
ち
上
げ
に
際
し
筆
者
も
深
く

関
わ
っ
て
き
た
。
以
下
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容

お
よ
び
立
ち
上
げ
の
経
緯
を
紹
介
す
る
。

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
カ
ー
ル
ト
ン
大
学
の
マ

イ
ケ
ル
・
フ
リ
ン
（M

ich
ael J. F

ly
n

n

）
教

授
の
構
想
と
働
き
か
け
に
よ
っ
て
実
現
し
た
も

の
で
あ
る
。
２
０
１
２
年
度
と
２
０
１
４
年
度

に
は
、
フ
リ
ン
教
授
の
引
率
で
カ
ー
ル
ト
ン
大

学
の
学
生
た
ち
が
「
日
本
語
の
言
語
学
」
お
よ

び
「
日
本
文
化
」
を
学
ぶ
た
め
に
本
学
を
訪
れ

た
。大
学
の
文
学
部
教
員
の
勝
山
貴
之
教
授（
２

０
１
２
年
度
と
２
０
１
４
年

度
：
日
本
文
化
に
関
す
る
ス

ポ
ッ
ト
講
義
）
と
藤
井
光
准

教
授
（
２
０
１
２
年
度
と
２

０
１
４
年
度
：
日
本
文
化
に

関
す
る
ス
ポ
ッ
ト
講
義
）、

お
よ
び
文
化
情
報
学
部
の
星

英
仁
准
教
授
（
２
０
１
４
年

度
：
日
本
語
の
言
語
学
科
目
）、

そ
し
て
筆
者
（
２
０
１
２
年

度
：
日
本
語
の
言
語
学
科
目
）

も
英
語
で
講
義
を
行
っ
た
。

１　

同
志
社
大
学
に
お
け
る

　
　

カ
ー
ル
ト
ン
大
学

　
　

オ
フ
キ
ャ
ン
パ
ス
・
セ
ミ
ナ
ー

　

２
０
１
２
年
度
よ
り
大
学
の
国
際
セ
ン
タ
ー

留
学
生
課
が
受
け
入
れ
母
体
と
な
り
、「
カ
ー

ル
ト
ン
大
学
オ
フ
キ
ャ
ン
パ
ス
・
セ
ミ
ナ
ー
」

（C
arleto

n
 O

ff-C
am

p
u

s S
em

in
ar

）
と
呼
ば

れ
る
短
期
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
実
施
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
カ
ー
ル
ト
ン
大
学

の
学
生
が
10
人
〜
20
人
程
度
、
４
月
上
旬
か
ら

６
月
上
旬
ま
で
の
２
カ
月
間
に
わ
た
り
、
継
志

館
お
よ
び
そ
の
他
の
宿
泊
施
設
に
滞
在
し
、
大

特 別 寄 稿

同志社と
カールトン大学

菅
す が は ら

原 真
ま

理
り

子
こ

（大学文学部准教授）

カールトン大学（カールトン大学HPより）

表1　カールトン大学オフキャンパス・セミナー引率教員とテーマ

2012年度　 Michael Flynn 「日本語の言語学」「日本文化」

2014年度 同上

2015年度 John Schott 「日本のニュー・メディア」

2016年度（予定） Michael Flynn 「日本語の言語学」「日本文化」

2017年度（予定） Kathleen Ryor 「京都の庭園と日本美術史」

2018年度（予定） Michael Flynn 「日本語の言語学」「日本文化」

2019年度（予定） Asuka Sango 「日本の宗教」

2020年度（予定） Michael Flynn 「日本語の言語学」「日本文化」

(国際センター留学生課提供)

マイケル・フリン教授（2014年4月 良心館にて）
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ン
教
授
は
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
ア
ー
モ
ス

ト
市
（A

m
h

e
rst, M

a
ssa

c
h

u
se

tts

）
に
あ

る
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
大
学
ア
ー
モ
ス
ト
校

（U
n

iv
e

r
s
it

y
 
o

f 
M

a
s
s
a

c
h

u
s
e

t
t
s
 
a

t 

A
m

h
erst

）
の
言
語
学
科
出
身
の
言
語
学
者
で

あ
る
。
文
学
部
英
文
学
科
の
中
井
悟
教
授
も
同

校
の
言
語
学
科
で
フ
リ
ン
教
授
と
同
時
期
に
学

術
館
な
ど
を
カ
ー
ル
ト
ン
生
と
共
に
め
ぐ
り
、

日
本
の
文
化
や
歴
史
へ
の
理
解
、
さ
ら
に
は
文

化
の
垣
根
を
越
え
て
の
相
互
理
解
を
深
め
て
い

く
。

　

こ
の
オ
フ
キ
ャ
ン
パ
ス
・
セ
ミ
ナ
ー
が
本
学

で
実
現
す
る
に
至
っ
た
の
は
、
偶
然
の
き
っ
か

け
か
ら
で
あ
る
。
セ
ミ
ナ
ー
の
立
案
者
の
フ
リ

　

２
０
１
５
年
度
か
ら
は
隔
年
で
は
な
く
毎
年

の
実
施
と
な
る
。
偶
数
年
度
は
今
ま
で
通
り
、

フ
リ
ン
教
授
が
引
率
し
、
奇
数
年
度
は
カ
ー
ル

ト
ン
大
学
の
他
の
教
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
領

域
を
テ
ー
マ
に
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
。

２
０
１
５
年
度
は
ジ
ョ
ン
・
シ
ョ
ッ
ト
（Jo

h
n

 

S
ch

o
tt

）
教
授
が
、「
日
本
の
ニ
ュ
ー
・
メ
デ

ィ
ア
」
を
テ
ー
マ
に
引
率
さ
れ
る
。（
表
１
参

照
）。

　

こ
の
カ
ー
ル
ト
ン
大
学
オ
フ
キ
ャ
ン
パ
ス
・

セ
ミ
ナ
ー
に
関
し
て
特
筆
す
べ
き
は
、
日
本
語

研
修
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
な
く
、
あ
く

ま
で
言
語
学
、
芸
術
、
宗
教
と
い
っ
た
学
術
専

門
領
域
か
ら
日
本
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
カ
ー

ル
ト
ン
大
学
か
ら
の
留
学
生
た
ち
は
本
学
の
学

生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
密
に
交
流
す
る
こ
と
に
な

っ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
異
文
化
で
生
ま
れ
育
っ

た
同
世
代
の
若
者
同
士
の
理
解
を
促
進
す
る
と

い
う
点
も
特
徴
的
で
あ
る
。

　

本
学
の
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
「「
同
志
社

ピ
ア
ー
ズ
」（D

o
sh

ish
a P

eers

）
と
呼
ば
れ
、

文
学
部
が
主
催
す
る
カ
ー
ル
ト
ン
大
学
サ
マ
ー

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す
る
学
生
達
で
構
成
さ
れ

て
い
る
。
彼
ら
は
週
末
な
ど
に
神
社
仏
閣
や
美

２　

カ
ー
ル
ト
ン
大
学
に
お
け
る

　
　

文
学
部
主
催
の

　
　

サ
マ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

２
０
１
４
年
度
か
ら
は
、
カ
ー
ル
ト
ン
大
学

に
お
い
て
文
学
部
が
主
催
す
る
サ
マ
ー
プ
ロ
グ

ラ
ム
（
文
学
部
生
対
象
）
も
始
動
し
て
い
る
。

８
月
上
旬
か
ら
下
旬
ま
で
の
３
週
間
、
参
加
学

生
た
ち
は
現
地
で
語
学
研
修
の
授
業
だ
け
で
な

く
ア
メ
リ
カ
文
化
科
目
も
履
修
す
る
。
本
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
立
ち
上
げ
に
際
し
て
は
、
文
学
部
英

文
学
科
の
勝
山
貴
之
教
授
と
筆
者
が
、
フ
リ
ン

教
授
と
共
に
構
想
を
練
り
、
文
学
部
事
務
室
の

協
力
の
も
と
、
準
備
を
進
め
て
き
た
。

　

こ
の
サ
マ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
特
徴
は
、
単
に

夏
季
休
暇
中
に
カ
ー
ル
ト
ン
大
学
を
訪
れ
、
そ

こ
で
語
学
研
修
を
受
け
る
こ
と
だ
け
を
目
的
と

し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
既
に
紹
介
し
た
よ
う

に
、
参
加
者
た
ち
は
「
同
志
社
ピ
ア
ー
ズ
」
と

い
う
名
称
の
も
と
、
春
学
期
に
オ
フ
キ
ャ
ン
パ

ス
セ
ミ
ナ
ー
で
同
志
社
に
短
期
留
学
に
来
る
カ

ー
ル
ト
ン
大
生
た
ち
と
、
英
語
を
使
っ
て
交
流

を
深
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
も
う

一
つ
特
筆
す
べ
き
は
、
現
地
で
の
研
修
中
に
、

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
は
な
く
、
カ
ー
ル
ト
ン
大
学

ロ
グ
ラ
ム
に
必
要
な
条
件
を
全
て
満
た
せ
る
大

学
が
ひ
と
つ
も
な
い
」
と
困
惑
さ
れ
て
い
た
。

そ
こ
で
筆
者
か
ら
本
学
を
候
補
と
考
え
て
は
ど

う
か
と
申
し
上
げ
た
。
と
い
う
の
も
当
時
、
本

学
は
「
グ
ロ
ー
バ
ル
30
」
と
呼
ば
れ
る
「
国
際

化
拠
点
整
備
事
業
（
大
学
の
国
際
化
の
た
め
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
推
進
事
業
）」
に
採
択
さ

れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
海
外
か
ら
の
学
生
の
受

け
入
れ
に
本
腰
を
入
れ
始
め
た
と
こ
ろ
で
あ
っ

た
。
さ
ら
に
こ
の
オ
フ
キ
ャ
ン
パ
ス
・
セ
ミ
ナ

ー
実
施
に
必
要
な
条
件
も
、
本
学
で
あ
れ
ば
満

た
す
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
た
か

ら
だ
。
そ
の
筆
者
の
意
見
に
フ
リ
ン
教
授
も
興

味
を
示
さ
れ
た
た
め
、
大
学
の
国
際
セ
ン
タ
ー

側
の
担
当
者
に
こ
の
オ
フ
キ
ャ
ン
パ
ス
・
セ
ミ

ナ
ー
の
計
画
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
こ

れ
を
機
に
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
同
志
社
大
学

で
受
け
入
れ
る
話
が
本
格
化
し
て
い
っ
た
。
そ

の
後
、
２
０
１
１
年
度
の
春
学
期
に
フ
リ
ン
教

授
を
文
学
部
英
文
学
科
に
客
員
教
授
と
し
て
お

迎
え
し
、
そ
の
間
に
も
教
授
は
大
学
の
国
際
セ

ン
タ
ー
と
密
に
連
携
を
と
ら
れ
て
、
２
０
１
２

年
度
か
ら
の
オ
フ
キ
ャ
ン
パ
ス
・
セ
ミ
ナ
ー
の

実
現
に
至
っ
た
。 

ば
れ
て
お
り
、
筆
者
も
同
校
の
同
学
科
に
て
言

語
学
を
修
め
た
身
で
あ
る
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら

縁
が
生
じ
、
２
０
０
６
年
の
秋
学
期
に
フ
リ
ン

教
授
が
Ａ
Ｋ
Ｐ
（A

sso
c

ia
te

d
 
K

y
o

to
 

P
ro

g
ra

m

）
の
客
員
教
授
（R

o
b

e
rt W

o
o

d
 

M
em

o
rial V

isitin
g
 F

acu
lty

 F
ello

w

）
と
し

て
本
学
に
滞
在
さ
れ
て
以
来
、
教
授
が
京
都
を

訪
問
さ
れ
る
た
び
に
、
文
学
部
英
文
学
科
の
教

員
た
ち
と
交
流
を
深
め
て
き
た
。

　

そ
ん
な
折
、
２
０
０
９
年
６
月
に
フ
リ
ン
教

授
は
、
日
本
に
お
い
て
カ
ー
ル
ト
ン
大
学
の
オ

フ
キ
ャ
ン
パ
ス
・
セ
ミ
ナ
ー
を
立
ち
上
げ
る
た

め
、
そ
の
受
け
入
れ
先
候
補
と
な
っ
て
い
た
複

数
の
日
本
国
内
の
大
学
と
交
渉
す
る
目
的
で
、

再
来
日
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
当
初
、
そ
の
受

け
入
れ
先
候
補
リ
ス
ト
に
は
、
同
志
社
大
学
は

入
っ
て
い
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
も
本
学
は
既

に
Ａ
Ｋ
Ｐ
の
受
け
入
れ
校
と
な
っ
て
お
り
、
そ

こ
に
毎
年
カ
ー
ル
ト
ン
大
学
か
ら
の
短
期
留
学

生
も
参
加
し
て
い
る
た
め
、
フ
リ
ン
教
授
と
し

て
は
、
オ
フ
キ
ャ
ン
パ
ス
・
セ
ミ
ナ
ー
の
受
け

入
れ
校
は
同
志
社
以
外
に
し
よ
う
と
い
う
考
え

が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
日
本
国
内
で
候
補
と
な

っ
て
い
た
全
て
の
大
学
を
訪
問
さ
れ
た
後
に
同

志
社
に
立
ち
寄
ら
れ
た
フ
リ
ン
教
授
は
、「
プ

カールトンからの留学生と同志社ピアーズ（2014年5月良心館にて）

オフキャンパス・セミナーのFarewell Partyでの集合写真
（2014年6月アーモスト館ゲストハウスにて）
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の
学
生
寮
で
「
カ
ー
ル
ト
ン
・
ピ
ア
ー
ズ
」

（C
arleto

n
 P

eers

）
と
呼
ば
れ
る
カ
ー
ル
ト
ン

大
生
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
ら
と
共
に
生
活
し
、
寮

生
活
を
通
し
て
ア
メ
リ
カ
の
大
学
生
の
日
常
を

体
験
す
る
点
で
あ
る
。
カ
ー
ル
ト
ン
・
ピ
ア
ー

ズ
は
、
本
学
で
の
オ
フ
キ
ャ
ン
パ
ス
・
セ
ミ
ナ

ー
に
短
期
留
学
し
た
学
生
た
ち
で
構
成
さ
れ
て

い
る
た
め
、
彼
ら
は
日
米
の
両
大
学
に
て
友
情

を
深
め
る
機
会
を
与
え
ら
れ
る
。

　

２
０
１
４
年
度
は
23
名
が
参
加
し
、
キ
ャ
ン

パ
ス
で
の
研
修
に
加
え
、
地
元
の
人
々
の
お
宅

訪
問
、
彼
ら
を
招
い
て
の
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・
デ

ィ
ナ
ー
・
パ
ー
テ
ィ
ー
、
ミ
ネ
ソ
タ
・
ツ
イ
ン

ズ
の
野
球
試
合
の
観
戦
な
ど
様
々
な
イ
ベ
ン
ト

を
体
験
し
た
。
春
学
期
に
同
志
社
で
知
り
合
っ

た
カ
ー
ル
ト
ン
の
友
人
と
、
夏
に
カ
ー
ル
ト
ン

の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
再
会
を
果
た
せ
た
こ
と
が
一

生
の
思
い
出
と
な
っ
た
と
感
想
を
述
べ
た
参
加

者
も
お
り
、
こ
の
よ
う
な
交
流
か
ら
、
同
志
社

と
カ
ー
ル
ト
ン
の
若
者
が
強
い
絆
で
結
ば
れ
、

延
い
て
は
将
来
に
お
け
る
日
米
の
懸
け
橋
と

な
る
人
物
に
育
っ
て
く
れ
る
も
の
と
信
じ
て

い
る
。

３　

同
志
社
と
カ
ー
ル
ト
ン
大
学

　
　

の
交
流
の
歴
史

　

本
稿
の
タ
イ
ト
ル
は
「
同
志
社
と
カ
ー
ル
ト

ン
大
学
」
で
あ
る
が
、
今
か
ら
半
世
紀
も
さ
か

の
ぼ
る
こ
と
１
９
６
３
年
６
月
発
行
の
『
同
志

社
時
報
』
第
４
号
に
は
、「
カ
ー
ル
ト
ン
大
学

と
同
志
社
」
と
い
う
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

当
時
、
Ｃ
Ｉ
Ｊ
（C

arleto
n

-in
-Jap

an

）
と
呼

ば
れ
て
い
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
環
と
し
て
、
カ

ー
ル
ト
ン
大
学
か
ら
本
学
に
代
表
と
し
て
派
遣

さ
れ
て
い
た
ペ
リ
オ
・
リ
ッ
チ
ェ
ル
（P

erry
-O

 

R
ich

el

）
氏
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
Ｃ
Ｉ

Ｊ
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
お
よ
び
そ
こ
か
ら
派
生
し
た

カ
ー
ル
ト
ン
・
ハ
ウ
ス
と
い
う
学
生
寮
で
の
若

人
た
ち
の
交
流
が
、
本
学
と
カ
ー
ル
ト
ン
の
学

生
や
教
員
た
ち
の
最
初
の
交
流
の
場
で
あ
っ
た
。

Ｃ
Ｉ
Ｊ
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
カ
ー
ル
ト
ン
・
ハ
ウ
ス

　
『
同
志
社
百
年
史
』
に
よ
れ
ば
、
同
志
社
に

お
け
る
Ｃ
Ｉ
Ｊ
プ
ロ
グ
ラ
ム
発
足
に
は
、「
偶

然
の
要
素
が
強
か
っ
た
」（
通
史
編
２
、
１
３

２
７
頁
）
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
１
９
０
０
年

代
初
頭
よ
り
、
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド

（A
m

erican
 B

o
ard

）
の
支
援
の
下
、
カ
ー
ル

ト
ン
大
学
は
カ
ー
ル
ト
ン
代
表
を
中
国
の
ミ
ッ

シ
ョ
ン
系
の
学
校
に
派
遣
し
、
英
語
教
育
な
ど

の
教
育
活
動
を
行
っ
て
い
た
。
し
か
し
１
９
４

９
年
に
中
国
共
産
党
が
中
国
全
土
を
掌
握
す
る

と
、
中
国
で
の
カ
ー
ル
ト
ン
代
表
の
ミ
ッ
シ
ョ

ン
は
終
焉
を
迎
え
る
。
た
ま
た
ま
そ
の
頃
、
同

志
社
で
は
岩
倉
の
高
校
で
教
え
て
い
た
宣
教
師

が
任
期
を
残
し
て
日
本
を
去
ら
ね
ば
な
ら
な
く

な
り
、
急
遽
後
任
を
探
し
て
い
た
。
そ
こ
で
大

学
の
オ
ー
テ
ィ
ス
・
ケ
リ
ー
（O

tis C
ary

）

教
授
が
、
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
で
当
時
の
東

洋
部
長
を
し
て
い
た
叔
母
の
ア
リ
ス
・
ケ
リ
ー

（A
lice E

. C
ary

）
氏
に
相
談
す
る
と
、
ア
メ

リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
側
は
、
中
国
で
の
派
遣
先
を

失
っ
て
い
た
カ
ー
ル
ト
ン
代
表
を
同
志
社
高
校

の
宣
教
師
の
後
任
と
す
る
よ
う
提
案
し
た
１
。

そ
の
結
果
、
１
９
５
３
年
に
ミ
ル
ト
ン
・
ビ
ア

マ
ン
（M

ilto
n

 L
. B

ierm
an

）
氏
が
、
同
志

社
に
お
け
る
初
代
カ
ー
ル
ト
ン
代
表
と
し
て
、

高
校
に
派
遣
さ
れ
た
。
こ
れ
が
Ｃ
Ｉ
Ｊ
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
始
ま
り
で
あ
り
、
以
降
15
年
以
上
に
わ

た
り
、
カ
ー
ル
ト
ン
大
学
を
卒
業
し
て
間
も
な

い
10
人
の
若
者
が
カ
ー
ル
ト
ン
代
表
と
し
て
同

志
社
に
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
２
。
当
初
は

男
性
の
代
表
が
派
遣
さ
れ
て
い
た
が
、
１
９
５

７
年
に
第
３
代
代
表
の
ナ
ン
シ
ー
・
ウ
ィ
ン
チ

（N
an

cy
 E

. W
in

tsch

）
氏
が
派
遣
さ
れ
て
以

降
は
、
代
表
は
女
性
の
み
と
な
り
、
今
出
川
の

中
学
校
お
よ
び
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校
で
教

鞭
を
と
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
開
始
し
て
か
ら
60
年

代
初
頭
ま
で
は
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
が
介
在

し
て
い
た
た
め
、
初
期
の
代
表
た
ち
は
「
宣
教

師
」
と
し
て
の
資
格
で
派
遣
さ
れ
て
い
た
。
し

か
し
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
財
政
面
は
、
カ
ー
ル
ト
ン

大
学
の
学
生
団
体
が
学
生
達
か
ら
集
め
た
資
金

に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い
た
た
め
、
徐
々
に
カ
ー

ル
ト
ン
の
学
生
達
か
ら
宗
教
的
中
立
性
を
求
め

る
声
が
上
が
り
始
め
、
本
節
の
冒
頭
で
紹
介
し

た
ペ
リ
オ
・
リ
ッ
チ
ェ
ル
氏
が
第
５
代
代
表
と

し
て
派
遣
さ
れ
て
か
ら
間
も
な
い
１
９
６
２
年

に
な
る
と
、
Ｃ
Ｉ
Ｊ
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
ア
メ
リ
カ

ン
・
ボ
ー
ド
の
管
轄
か
ら
独
立
し
、「
宣
教
師

派
遣
」
と
し
て
の
側
面
は
失
わ
れ
た
（C

arleton 

C
ollege A

rchives  

よ
り
）。
そ
れ
と
同
時
に
、

文学部主催サマープログラム現地での研修風景
（2014年8月ノースフィールド市内の自然食品マーケットにて）

文学部主催サマープログラムでの集合写真
（2014年8月カールトン大学にて）

表2　歴代のカールトン代表

1953-55 Milton L. Bierman

1955-57 Paul V. Griesy

1957-59 Nancy E. Wintsch

1959-61 Dorothy A. Wilson

1961-64 Priscilla P. (Perry-O) Richel

1964-66 Nancy L. Staab

1966-67 Marilyn Garbisch

1967-68 Nancy Hazard

1968-69 Ann Cross

1969-71 Jody A. Hymes

『同志社百年史』および Carleton College Archives より 
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リ
ッ
チ
ェ
ル
氏
は
大
学
の
ケ
リ
ー
教
授
の
助
手

と
し
て
大
学
に
お
け
る
英
会
話
の
授
業
で
活
躍

す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
は
リ
ッ
チ
ェ
ル
氏
が
、

カ
ー
ル
ト
ン
代
表
が
年
齢
の
近
い
大
学
生
と
教

室
で
も
交
流
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
Ｃ

Ｉ
Ｊ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
よ
り
実
り
あ
る
も
の
に
す

る
た
め
に
、
当
時
の
大
塚
総
長
と
上
野
学
長
に

熱
心
に
働
き
か
け
た
結
果
で
あ
り
、
以
降
、
カ

ー
ル
ト
ン
代
表
の
活
躍
の
場
は
大
学
へ
と
移
っ

て
行
っ
た
３
。

　

も
う
ひ
と
つ
、
カ
ー
ル
ト
ン
代
表
が
女
性
に

な
っ
て
か
ら
変
わ
っ
た
こ
と
と
い
え
ば
、
旧
新

島
会
館
の
２
階
の
一
部
が
、
カ
ー
ル
ト
ン
代
表

と
大
学
の
女
子
学
生
（
５
人
〜
10
人
程
度
）
が

共
同
で
生
活
す
る
女
子
寮
と
な
っ
た
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
女
子
寮
は
、「
カ
ー
ル
ト
ン
・
ハ
ウ
ス
」

（C
arleto

n
 H

o
u

se

）
と
命
名
さ
れ
た
。
１
９

６
５
年
に
は
、
場
所
を
旧
新
島
会
館
か
ら
寺
町

通
り
の
京
極
小
学
校
南
側
の
日
本
家
屋
に
移
し

た
が
、
移
動
前
も
移
動
後
も
、
カ
ー
ル
ト
ン
・

ハ
ウ
ス
は
カ
ー
ル
ト
ン
代
表
と
本
学
の
学
生
た

ち
と
の
交
流
の
場
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
き
た
。 

　

本
節
冒
頭
で
紹
介
し
た
リ
ッ
チ
ェ
ル
氏
に
よ

る
『
同
志
社
時
報
』
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
カ
ー

た
時
代
に
、
カ
ー
ル
ト
ン
・
ハ
ウ
ス
が
大
学
に

集
う
若
者
の
視
野
を
広
げ
る
た
め
に
果
た
し
た

役
割
は
大
き
い
。

　

こ
の
カ
ー
ル
ト
ン
・
ハ
ウ
ス
に
関
し
て
、
も

う
一
点
特
記
す
べ
き
は
、
１
９
５
９
年
に
発
足

し
た
「
カ
ー
ル
ト
ン
・
ハ
ウ
ス
委
員
会
」
で
あ

る
。
こ
の
委
員
会
の
中
心
メ
ン
バ
ー
は
、
文
学

部
の
岩
山
太
次
郎
先
生
（
現
在
、
大
学
名
誉
教

授
）
ご
夫
妻
、
同
じ
く
文
学
部
の
大
下
尚
一
先

生
ご
夫
妻
（
大
下
先
生
の
夫
人
は
、
当
時
大
学

で
嘱
託
講
師
と
し
て
教
鞭
を
と
ら
れ
て
い
た
大

下
道
先
生
で
、
現
在
は
京
都
造
形
芸
術
大
学
名

誉
教
授
）、そ
し
て
カ
ー
ル
ト
ン
大
学
を
卒
業
し
、

イ
エ
ー
ル
大
学
でP

h
D

（
博
士
号
）
を
取
得

さ
れ
た
後
、
帰
国
さ
れ
て
間
も
な
い
麻
田
貞
雄

先
生
（
現
在
、
大
学
名
誉
教
授
）
で
あ
っ
た
。

メ
ン
バ
ー
た
ち
は
、
カ
ー
ル
ト
ン
代
表
や
カ
ー

ル
ト
ン
・
ハ
ウ
ス
寮
生
の
相
談
役
と
な
っ
た
り
、

入
寮
す
る
学
生
の
面
接
な
ど
に
も
携
わ
っ
た
。

上
記
の
リ
ッ
チ
ェ
ル
氏
も
自
身
の
記
事
の
中
で
、

委
員
会
メ
ン
バ
ー
の
教
員
た
ち
に
よ
る
サ
ポ
ー

ト
の
も
と
、
楽
し
く
代
表
と
し
て
の
責
任
を
全

う
で
き
た
と
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
30
年
以

上
が
経
過
し
た
１
９
９
７
年
、
岩
山
先
生
（
当

時
は
文
学
部
教
授
で
あ
り
学
長
）
は
カ
ー
ル
ト

ン
大
学
よ
り
名
誉
学
位
を
授
与
さ
れ
る
４
。
岩

山
先
生
に
よ
れ
ば
、
こ
の
学
位
授
与
式
に
は
元

代
表
の
リ
ッ
チ
ェ
ル
氏
（
ア
イ
オ
ワ
州
在
住
）

と
ス
タ
ー
ブ
氏
（
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
在
住
）

も
お
祝
い
に
か
け
つ
け
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
ん
な
逸
話
か
ら
も
、
カ
ー
ル
ト
ン
・
ハ
ウ
ス

委
員
会
の
教
員
た
ち
と
カ
ー
ル
ト
ン
代
表
と
が
、

強
い
絆
で
結
ば
れ
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
い
知

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

し
か
し
、
学
生
運
動
が
隆
盛
を
極
め
た
１
９

６
０
年
代
の
終
わ
り
に
な
る
と
、
カ
ー
ル
ト
ン

代
表
と
本
学
の
学
生
や
教
員
た
ち
と
の
交
流
に

暗
雲
が
立
ち
込
め
る
。
Ａ
Ｋ
Ｐ
の
創
始
者
の
ひ

と
り
で
、
当
時
の
同
志
社
大
学
と
カ
ー
ル
ト
ン

大
学
の
関
係
に
詳
し
い
カ
ー
ル
ト
ン
大
学
名
誉

教
授
の
バ
ー
ド
ウ
ェ
ル
・
ス
ミ
ス
（B

ard
w

ell 

S
m

ith

）
氏
に
よ
れ
ば
、
同
志
社
の
大
学
紛
争

に
カ
ー
ル
ト
ン
・
ハ
ウ
ス
お
よ
び
カ
ー
ル
ト
ン

代
表
が
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
を
危
惧
し
た
カ
ー

ル
ト
ン
大
学
側
が
、
寮
の
閉
鎖
と
代
表
派
遣
の

中
止
を
求
め
、
第
10
代
代
表
の
ジ
ョ
デ
ィ
ー
・

ハ
イ
ム
ズ
（Jo

d
y
 A

. H
y
m

es

）
氏
を
派
遣
し

た
の
を
最
後
に
、
カ
ー
ル
ト
ン
・
ハ
ウ
ス
は
閉

鎖
さ
れ
、
代
表
派
遣
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
打
ち
切

ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
カ
ー
ル
ト
ン
か

ら
の
代
表
派
遣
は
再
開
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
現

在
に
至
る
。
し
か
し
本
学
と
カ
ー
ル
ト
ン
大
学

と
の
交
流
の
灯
は
こ
れ
で
完
全
に
消
え
て
し
ま

っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
次
項
で
紹
介
す
る

よ
う
に
、
Ａ
Ｋ
Ｐ
と
い
う
新
し
い
形
で
の
交
流

の
芽
が
育
ま
れ
よ
う
と
し
て
い
た
５
。

Ａ
Ｋ
Ｐ
の
発
足

　

カ
ー
ル
ト
ン
大
学
は
、
上
記
の
代
表
派
遣
に

加
え
、
日
本
研
究
の
短
期
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
も

同
志
社
大
学
に
て
実
施
し
て
き
た
。
そ
し
て
こ

の
カ
ー
ル
ト
ン
か
ら
の
短
期
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
素
地
と
な
り
、
Ａ
Ｋ
Ｐ
（A

sso
ciated

 

K
y
o
to

 P
ro

g
ram

）、
す
な
わ
ち
ア
メ
リ
カ
の
名

門
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
・
カ
レ
ッ
ジ
か
ら
の
留
学

生
が
、日
本
語
や
日
本
文
化
な
ど
の「
日
本
学
」

を
学
ぶ
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
発
足
す
る
に
至
っ
た
。

　

ま
ず
１
９
６
５
年
か
ら
７
１
年
に
か
け
て
、

カ
ー
ル
ト
ン
大
学
は
本
学
に
て
夏
季
プ
ロ
グ
ラ

ム
（J

a
p

a
n

 
S

u
m

m
e

r
 
S

e
m

in
a

r
 
a

t 

D
o
sh

ish
a

）
を
開
催
し
て
き
た
。『
同
志
社
―

百
年
の
歩
み
』
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
、
米
国
で

ア
ジ
ア
へ
の
関
心
が
増
し
た
た
め
、
カ
ー
ル
ト

ン
大
学
が
ア
ジ
ア
研
究
を
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
一

部
と
し
て
設
置
し
た
こ
と
に
端
を
発
し
て
い
た
。

ル
ト
ン
・
ハ
ウ
ス
に
は
週
一
度
、
様
々
な
学
部

や
学
年
の
大
学
の
学
生
が
集
ま
り
「
大
学
教
育

を
受
け
た
女
性
の
社
会
的
役
割
」「
学
生
の
あ

り
方
」「
マ
ス
教
育
」「
時
事
問
題
」
な
ど
に
つ

い
て
議
論
を
し
た
り
と
、
当
時
の
学
生
な
ら
で

は
の
青
春
を
謳
歌
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
１

９
６
４
年
か
ら
６
７
年
ま
で
カ
ー
ル
ト
ン
・
ハ

ウ
ス
で
寮
生
と
し
て
生
活
し
、
６
７
年
に
文
学

部
卒
業
後
、
物
理
学
者
で
あ
る
夫
と
共
に
米
国

ニ
ュ
ー
・
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
の
プ
リ
ン
ス
ト
ン
に

移
り
住
ま
わ
れ
た
岡
林
（
旧
姓
・
福
中
）
佐
保

子
氏
は
、
筆
者
へ
の
書
簡
に
て
、
カ
ー
ル
ト
ン
・

ハ
ウ
ス
は
「
今
の
よ
う
に
海
外
旅
行
が
簡
単
で

な
い
時
代
、
大
変
ユ
ニ
ー
ク
で
貴
重
な
経
験
」、

「
完
全
自
治
寮
で
食
事
も
当
番
制
、
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
も
英
語
、
代
表
の
た
め
の
日
本
語
だ
け
の

日
、
色
々
な
先
生
方
を
お
迎
え
し
て
の
講
演
会

な
ど
、
か
け
が
え
の
な
い
思
い
出
」
と
述
べ
て

い
る
。
ま
た
、
岡
林
氏
は
半
世
紀
が
経
過
し
た

今
日
で
も
当
時
の
カ
ー
ル
ト
ン
代
表
（
第
６
代

代
表
）
で
あ
っ
た
ナ
ン
シ
ー
・
ス
タ
ー
ブ

（N
an

cy
 L

. S
taab

）
氏
（
結
婚
後
、 S

taab
 

か

ら T
raer 

へ
と
姓
は
変
更
）
と
家
族
ぐ
る
み
で

親
し
く
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
ま
だ
海
外
と
行
き
来
が
容
易
で
な
か
っ

旧新島会館（同志社社史資料センター提供）
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さ
ら
に
６
８
年
に
な
る
と
、
夏
季
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
学
ん
だ
学
生
た
ち
の
う
ち
の
希
望
者
が
秋
学

期
に
も
同
志
社
大
学
に
留
ま
り
、
日
本
研
究
を

続
け
る
こ
と
の
で
き
る
秋
学
期
プ
ロ
グ
ラ
ム

（C
arleto

n
-D

o
sh

ish
a F

all T
erm

 P
ro

g
ram

）

も
始
ま
っ
た
。
前
項
で
紹
介
し
た
カ
ー
ル
ト
ン

の
ス
ミ
ス
教
授
は
１
９
６
９
年
に
夏
季
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
率
い
、
本
学
に
て
日
本
の
宗
教
に
つ
い

て
の
研
究
に
携
わ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
先

に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
同
志
社
で
の
学
園
紛
争

の
激
化
を
懸
念
し
た
カ
ー
ル
ト
ン
大
学
は
、
こ

れ
ら
の
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
１
９
７
１
年
を
最

後
に
打
ち
切
っ
て
し
ま
う
６
。
し
か
し
ス
ミ
ス

教
授
は
こ
の
カ
ー
ル
ト
ン
か
ら
の
短
期
留
学
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
ス
ピ
リ
ッ
ト
を
継
承
し
、
ア
ー
モ

ス
ト
大
学
の
レ
イ
・
ム
ー
ア
（R

ay
 M

o
o
re

）

教
授
と
共
に
、
故
・
浅
香
正
名
誉
教
授
の
熱
意

あ
る
協
力
の
も
と
、
１
９
７
２
年
に
Ａ
Ｋ
Ｐ
を

同
志
社
大
学
内
に
設
立
し
た
。
こ
れ
に
は
コ
ー

ル
ビ
ー
、
コ
ネ
テ
ィ
カ
ッ
ト
、
マ
ウ
ン
ト
・
ホ

リ
ヨ
ー
ク
、
オ
べ
リ
ン
、
ス
ミ
ス
、
ウ
ェ
ス
リ

ア
ン
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
な
ど
も
加
わ
っ
た
。
さ

ら
に
そ
の
後
、
ベ
イ
ツ
、
バ
ッ
ク
ネ
ル
、
ミ
ド

ル
ベ
リ
ー
、
ポ
モ
ナ
、
ウ
ィ
ッ
ト
マ
ン
な
ど
も

加
盟
し
、
現
在
は
14
の
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
・
カ

４　

 

岩
山
名
誉
教
授
に
よ
れ
ば
、
カ
ー
ル
ト
ン

大
学
か
ら
の
名
誉
学
位
の
授
与
は
、
Ａ
Ｋ
Ｐ

の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
故
・
浅
香
正
名
誉
教

授
が
、
カ
ー
ル
ト
ン
大
学
に
対
し
て
、
Ａ
Ｋ

Ｐ
支
援
に
力
を
注
い
で
き
た
同
志
社
大
学
の

学
長
へ
の
名
誉
学
位
の
授
与
を
推
さ
れ
た
こ

と
に
よ
る
と
い
う
。
そ
れ
に
よ
り
１
９
８
６

年
に
は
、
当
時
の
木
枝
燦
学
長
も
カ
ー
ル
ト

ン
大
学
よ
り
名
誉
学
位
を
授
与
さ
れ
て
い
る
。

５　

 C
arleton  C

ollege  A
rchive 

に
よ
れ
ば
、

当
時
文
学
部
の
専
任
教
員
で
あ
っ
た
秋
山
健

先
生
（
後
に
上
智
大
学
教
授
と
な
る
）
が
、

〝n
o

n
-stu

d
e
n

t 
re

p
re

se
n

ta
tiv

e
 
fo

r 

C
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〞 

と
し
て
カ
ー
ル
ト
ン
大
学
に
代

表
と
し
て
派
遣
さ
れ
て
お
り
、
カ
ー
ル
ト
ン

か
ら
の
代
表
を
同
志
社
が
一
方
的
に
受
け
入

れ
る
だ
け
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
と
い
う

こ
と
が
わ
か
る
。

６　

 C
arleton  C

ollege  A
rchives 

に
よ
れ
ば
、

最
後
の
カ
ー
ル
ト
ン
か
ら
の
夏
季
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
率
い
た
の
は
、
ロ
バ
ー
ト
・
ウ
ッ
ド

（R
o
b
ert W

o
o
d

）
教
授
で
あ
る
。
ウ
ッ
ド
教

授
は
１
９
４
９
年
か
ら
６
８
年
ま
で
の
約
20

年
間
、
同
志
社
大
学
神
学
部
に
て
教
鞭
を
執

ら
れ
た
後
、
カ
ー
ル
ト
ン
大
学
へ
移
ら
れ
た
。
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方
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よ
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に
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を
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し

上
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る
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マ
イ
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・
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氏
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ン
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学
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太
次
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氏
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誉
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）、
勝

山
貴
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氏
（
大
学
文
学
部
教
授
）、
森
一
郎
氏

（
元
女
子
中
高
校
長
）、
岡
林
佐
保
子
氏
（
大
学

文
学
部
同
窓
生
）、
バ
ー
ド
ウ
ェ
ル
・
ス
ミ
ス

氏
（
カ
ー
ル
ト
ン
大
学
名
誉
教
授
）、
大
学
文

学
部
、
大
学
国
際
セ
ン
タ
ー
留
学
生
課
、
大
学

広
報
課
、
大
学
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
、
大
学
英

文
学
会
、
中
学
校
・
高
等
学
校
、
女
子
中
学
校
・

高
等
学
校

レ
ッ
ジ
で
組
織
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
と
成
長

し
、
毎
年
20
〜
30
人
程
度
の
学
生
が
本
学
の
キ

ャ
ン
パ
ス
で
日
本
語
お
よ
び
日
本
文
化
を
学
ん

で
い
る
。

４　

同
志
社
と
カ
ー
ル
ト
ン
大
学

　
　

の
交
流
の
未
来
に
向
け
て

　

こ
の
よ
う
に
、
本
学
と
カ
ー
ル
ト
ン
大
学
と

の
交
流
の
歴
史
を
概
観
し
て
み
る
と
、
偶
然
か

ら
始
ま
っ
た
関
係
と
は
い
え
ど
、
過
去
半
世
紀

の
間
に
常
に
何
ら
か
の
形
で
継
続
し
て
人
的
交

流
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
今
、
新

た
に
二
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
加
わ
っ
た
。
両
大

学
の
関
係
部
署
の
教
職
員
は
、
互
い
の
大
学
の

学
生
た
ち
に
有
意
義
な
学
び
と
交
流
の
場
を
提

供
す
る
た
め
に
、
日
々
、
労
を
惜
し
ま
ず
密
に

連
絡
を
取
り
合
い
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
発
展
に
貢

献
し
て
い
る
。
筆
者
は
こ
れ
ら
の
交
流
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
準
備
段
階
で
、
小
規
模
な
リ
ベ
ラ
ル
ア

ー
ツ
・
カ
レ
ッ
ジ
と
い
う
性
格
を
持
つ
カ
ー
ル

ト
ン
大
学
の
教
員
た
ち
の
き
め
細
や
か
な
学
生

へ
の
サ
ー
ビ
ス
か
ら
多
く
を
学
ん
だ
。
そ
こ
で

学
ん
だ
こ
と
を
、
今
後
、
同
志
社
で
の
教
育
に

生
か
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。
ま
た
、
総
合

大
学
で
あ
る
本
学
だ
か
ら
こ
そ
、
カ
ー
ル
ト
ン

大
学
の
オ
フ
キ
ャ
ン
パ
ス
・
セ
ミ
ナ
ー
で
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
内
容
を
満
た
す
に
足
る
人
材
や
施
設

の
提
供
が
可
能
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
両
大

学
は
互
い
の
長
所
か
ら
多
く
の
恩
恵
を
得
て
い

る
。
今
後
も
両
大
学
の
特
徴
を
生
か
し
、
互
い

の
学
生
と
教
職
員
が
共
に
成
長
で
き
る
場
と
し

て
の
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
存
続
し
て
い
く
こ
と

を
切
に
願
う
。

《
注
釈
》

１　

 

カ
ー
ル
ト
ン
は
同
志
社
へ
の
派
遣
を
開
始

す
る
前
に
一
度
だ
け
、
１
９
５
１
年
か
ら
５

３
年
に
か
け
て
梅
花
女
子
大
学
に
代
表
を
派

遣
し
て
い
る
。

２　

 

１
９
６
６
年
に
Ｃ
Ｉ
Ｊ
は
、C

arleto
n

-

D
o
sh

ish
a F

ello
w

sh
ip

へ
と
名
称
変
更
し
た
。

３　

 

ペ
リ
オ
・
リ
ッ
チ
ェ
ル
氏
が
、
自
身
が
第

５
代
代
表
と
し
て
同
志
社
へ
派
遣
さ
れ
る
に

至
っ
た
経
緯
、
船
で
の
渡
日
や
同
志
社
で
の

思
い
出
な
ど
を
語
っ
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
、

C
arleton C

ollege A
rchives

の
以
下
の
サ
イ

ト
で
聞
く
こ
と
が
で
き
る
。
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